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【【目目的的】】本研究の目的は、低酸素状態に応答して精密な構造変化を示す新規な DNA ナノ構造体の創製である。DNA
ナノ構造体に関する研究は、ナノテクノロジーの中核分野へと発展し、DNA 鎖の長さ・配列・組み合わせ等を設計す

ることによって新たな形状のDNAナノ構造体が創出され続けている。近年、このようなDNAナノ構造体は、生体・

医療用ナノ材料としての活用が期待されている。しかしながら、狙った刺激に応答するDNAナノ構造体の構築やその

ための化学的な方法論の開発は、ほぼ未着手のまま残されている。本研究では、低酸素状態に関連する還元的な環境に

応答する DNA 構造体の構築を目的とし、新たな分子の設計・開発を行い、その有用性を検証した。DNA ナノ構造体

に特定の疾病に関係する生体内環境を刺激として応答する機能を搭載できれば、バイオナノテクノロジー分野の

ブレークスルーとなる可能性があり、生命科学・医療分野において大きな意義がある。 
【【方方法法】】本研究の目的を達成するために、ニトロアリール基を組み込んだODNを、核酸自動合成装置によって構築す

るためのモノマー分子の有機合成法を確立した。合成したモノマー分子を用いて核酸自動合成装置によってODNを構

築した。構築した低酸素状態応答性の新規ODN は、HPLC によって精製し、MALDI-TOF MS によって同定した。

次に、低酸素状態に関連する還元刺激に応答したODN鎖の切断が、設計通りに進行することをPAGEおよびMALDI-
TOF MSによって実証した。次に、低酸素状態応答性ODNからなるDNA構造体を創製し、その還元応答性を評価し

た。得られた構造体のサイズや形状は、蛍光顕微鏡観察および電子顕微鏡観察によって評価した。 
【【結結果果】】上記の分子設計指針に基づき合成したODNが還元応答性を有していることを明らかにした。さらに、サーマ

ルアニーリング操作によるハイブリダイゼーションによって、球状の DNA 構造体を構築した。構築した球状の DNA
構造体が還元環境に応答して崩壊することを各種測定により実証した。以上の結果から、ODN、および ODN からな

るDNA構造体に還元応答性を付与できる新たな分子設計指針を確立することに成功した。 
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